
 

*「みんなの SDGs」は SDGsの推進にコミットする複数の団体の緩やかな意見交換フォーラム。 
*今後、「SDGsと新型コロナ」をテーマにさらに外国人、見えないホームレス、障がいなどの各論についてセミナーを実施していく予定。今後
の企画については、リンクを参照。http://www.our-sdgs.org/ 

「SDGs と新型コロナ」 オンライン・セミナー第 1 回 まとめ 

1６0 名をこえる参加！ みんなの SDGs 主催オンライン・セミナー、SDGs と新型コロナ:「それどころじゃ

ない！」vs「いまだからこそ！」を 2020 年 7 月 3 日に開催しました。 

 

総合司会を明石秀親氏（みんなの SDGs 事務局長／国立国際医療研究センター）、佐藤寛氏(アジア経済研究所)をモデ

レーターとし、「コロナ下での SDGs への取り組みの現状」について、講師からのプレゼンテーションののち、チャット

機能を活用した質疑とディスカッションを交えて開催しました。 

 

朝日新聞の北郷美由紀氏は、「コロナ禍で、SDGs の関心は薄れているのか？」について記者の視点から講演。新型コ

ロナにより人々が会いにくい中、コミュニティーで取り残されやすい人とつながるため、往復はがきを使う工夫をしてい

る方などを記事にしたシリーズを紹介。「誰一人取り残さない」を「自分ごと」にしていく上で、SDGs は浮き彫りにな

った課題に取り組む共通言語･接着剤であり、これを使いこなしていくことが課題解決の入り口になると指摘しました。 

 

大阪市立大学の五石敬路氏は「コロナ下の SDGs と地方自治体」と題し、自治体職員や学校長などを大学院生として

教授する大学教員の立場から、彼らと執筆した書籍と包括的な自治体の取り組み、社会福祉法、雇用保険の現状、失業期

間と就職できる確率の関連など社会的な動きをあらわす指標を紹介しました。包括的支援が求められる中、国が自治体へ

義務を課すのではなく、市民が自治体へ声をあげ SDGs により包括的に評価・チェックする必要性を示唆しました。 

 

星槎大学の西原智昭氏は、「マルチ視点の必要な森林保全と感染症」として、人類学者の視点から、例えばアフリカで

のエボラウイルスのアウトブレイク増加は、熱帯林の分断と消失に原因がある可能性があること、その裏には多国籍企業

が鉱物資源･森林材を取得するための森林伐採があることを指摘。そこから発生する先住民族等の人権リスク等が SDGs

の各目標と矛盾し、先進国主導の自然再生エネルギー開発が先住民族を取り残す結果になっていると指摘しました。 

 

一般社団法人ザ・グローバル・アライアンス・フォー・サステイナブル・サプライチェーン（ASSC）の和田征樹氏は、

「現代奴隷法対応のトレンドと COVID-19 影響下での対応」と題して、サプライチェーンにおける強制労働、搾取など

の「現代奴隷制」とそれに対する英国等の法律を紹介。日本の技能実習制度も問題視されてきたことを指摘しました。コ

ロナ下にあっても、医療アクセスを含めたビジネスと人権への取組みを継続強化していくことが必要と述べました。 

 

後半は、SDGs の活用を念頭に、「それどころじゃない！」と「いまだからこそ！」について議論しました。新型コロ

ナ対応で多忙を極めている自治体職員らは、SDGs の活用方法を考える余裕はなく「それどころじゃない！」のが現状で

ある一方で、「いまだからこそ！」の視点として以下が挙げられました。 

 多国間協力による様々な問題への対応等、ポストコロナの世界に必要なものを新たに作り直すのではなく、既にあ

る SDGs を使えばいい、という認識が拡がりつつある。 

 SDGs 達成を目指す 2030 年までの１０年間は多くの人にとって長すぎたが、コロナで自分なりのアクションを考

えやすくなった。 

 行政施策は縦割りだが、市民の生活では生活困窮、住宅、教育、医療、福祉等様々な問題が重なって起こっており、

包括的な対策の在り方をチェックできるのが SDGs。とくに外国人が困っている。 

 ビジネスにおける人権を前に進めるには、きれいな目標を一緒に達成しようという SDGs のような南風と、企業評

価・ランキングなどの北風のバランスが大事。 

 私たちが日々消費しているスマホ、チョコレート、シャンプー等がどこから来ているのか理解することで、いろんな

ことが組み立てなおせる。 

 SDGs は、NPO と企業が対話しやすい雰囲気をつくっているが、相互に調和的であるとともに批判的であることの

大切さについて理解を深める必要がある。 

 SDGs の目標を途上国の搾取される側からみる複層的な理解や、福祉を包括的・重層的に考える重要性等、いろい

ろな専門家が様々な角度から光をあてることが大事。 

 

初めてオンラインで開催となった今回のセミナーでは、関連するステークホルダーのアクションにむけた課題の見える

化、包括的な多分野協働・パートナーシップなどがキーとしてあげられました。次回以降は各論についてより深く掘り下

げていく予定です。多くの方のご参加をお待ちしております。 
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